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光励起した負イオンの遅延電子脱離の速度は負イオン内部温度の指標となる。近年、

静電型イオン蓄積リングを用いて C5
- 、C6

-や C6H-の光励起実験が行われており、光

励起後の電子脱離により生じた中性粒子の収量から、負イオンの内部温度および冷却

過程が研究されている[1]。C6
-においては、光励起後の中性粒子の収量は蓄積リング

による観測に適した時間範囲（数十マイクロ秒）よりも短い時間で急速に減少し、同

程度の大きさの負イオンである C5
-や C6H-よりも遥

かに速く冷えることが分かっている。そこで、相補

的な測定としてリフレクトロン型TOF 装置（図１）

を用いたシングルパス実験により、マイクロ秒オー

ダーの速い電子脱離過程の観測を行った。 

グラファイト板のレーザーアブレーションによ

り Cn
-を生成し、ベンゼン燃焼ススのレーザーアブ

レーションにより Cn
-および CnH-を生成した。アブ

レーションの数マイクロ秒後、負イオンをパルス電

場により加速した。レーザーアブレーションで生成

した直後の負イオンの内部温度は非常に高く、一部

は飛行管内で遅延電子脱離して、速度を保ったまま

中性粒子となる。その後、高速の中性粒子と負イオ

ンをイオンリフレクターにより分離し、双方を同時

検出して中性粒子の相対収量を負イオン生成から

の時間の関数として測定した。 

グラファイト由来の Cn
-における中性粒子の相対

収量の時間依存性を図2 (a)に示す。C6
-のみならず、

C5
-においても中性粒子の収量は時間に応じて急速

に減衰している。これはマイクロ秒領域における速

い冷却過程に由来するものであると考えられる。ス

ス由来の種々の負イオンにおける中性粒子の相対収

量の時間依存性を図 2 (b)に示す。グラファイト由来

図 1．TOF 装置。レーザーアブレ

ーションにより生成した負イオン

をパルス電場で加速し、飛行途中

の電子脱離により生成した中性粒

子を Detector (a)で検出し、残っ

た負イオンを Detector (b)で検出

する。 
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の Cn
-とは異なり、明確な減衰はみられず、Cn

-と CnH-との間に大きな違いも見られな

い。このことは、ススから生成した負イオンが比較的低温であり、負イオンの温度が

アブレーションのターゲットによって異なることを示している。 

また、負イオンの内部温度を見積もるために、イオン蓄積実験を行った。ススのレ

ーザーアブレーションにより C6H-を生成し、6.5 ミリ秒蓄積した後に 355 nm のパル

スレーザーを照射して励起した（図 3(a)）。観測された減衰に、グラファイトのセシ

ウムスパッタによる我々の過去の実験との有意な違いは見出されず、生成から数ミリ

秒後における内部温度の違いは比較的小さいと考えられる。（図 3(b)）。 
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図 2．グラファイト由来(a)とスス由来(b)の負イオンの遅延電子脱離収量。Delay time はイオン

生成から負イオンの加速までの時間を表す。 

図 3．ススのレーザーアブレーションにより C6H-を生成し、6.5 ms 蓄積した後に 355 nm のパ

ルスレーザーを照射したときの中性粒子収量(a)および、レーザー誘起収量をバックグラウンド

（残留ガスとの衝突による電子脱離成分）で規格化し、グラファイト Cs スパッタによる実験と

比較したもの(b)。■がススのレーザーアブレーション、▲が Cs スパッタ。 
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